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植
民
地
下
の
ア
サ
ン
テ
王
国

黄
金
の
椅
子

そ
の
後

一
九

年
の
イ
ギ
リ
ス
軍
と
ア
サ
ン
テ
王
国
と
の
戦
争
の
際
に
、
ア
サ
ン

テ
王
国
の
象
徴
で
あ
る

黄
金
の
椅
子

は
秘
密
の
場
所
の
地
中
に
隠
さ
れ
、

そ
の
所
在
を
知
る
も
の
は
ほ
ん
の
少
数
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二

年
に
な
っ
て
、
こ
の

黄

金
の
椅
子

が
地
上
に
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
南
部

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
道
路
建
設
の
ル
ー
ト
が
偶
然
に
も

黄
金
の
椅
子

の
隠
し
場

所
の
上
を
通
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
隠
し
場
所
を
知
っ
て
い
た
少
数
の
ア
サ
ン
テ
人
は
、
急
い
で

黄
金
の
椅
子

を
掘
り
出
し
て
別

の
場
所
へ
移
動
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
過
程
で

黄
金
の
椅
子

の
保
管
を
担
当
し
て
い
た
人
物
が
、

椅
子
の
装
飾
品
を
取
り
外
し
て
こ
っ
そ
り
売
却
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
こ
の
窃
盗
に
関
係
し

た
ア
サ
ン
テ
人
一
四
人
は
、
植
民
地
政
府
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
拘
束
さ
れ
た
。
当
時
の
植
民
地
政
府
は
、
事

件
の
容
疑
者
の
裁
判
を
伝
統
首
長
た
ち
に
ゆ
だ
ね
、
ク
マ
シ
の
伝
統
首
長
評
議
会
が
そ
の
裁
判
を
担
っ
た
。

ア
サ
ン
テ
人
に
と
っ
て
、
黄
金
の
椅
子

に
対
す
る
冒
涜
は
殺
人
以
上
の
大
罪
で
あ
る
。
伝
統
首
長



条
件
に
、

椅
子

自
体
の
植
民
地

政
府
へ
の
引
き
渡
し
を
求
め
な
い
決

定
を
し
た
。
こ
う
し
て
ア
サ
ン
テ
王

国
の
繁
栄
と
統
一
の
象
徴
で
あ
る

黄
金
の
椅
子

は
、
皮
肉
な
こ
と

に
一
部
ア
サ
ン
テ
人
に
よ
る
冒
涜
事

件
と
そ
の
後
の
屈
辱
的
な
裁
判
を
経

て
、
ア
サ
ン
テ
人
自
身
の
手
に
よ
っ

て
安
全
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
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評
議
会
は
、
当
然
の
ご
と
く
容
疑
者
に
死
刑
を
申
し
渡
し
た
。
し
か
し
植
民
地
政
府
は
こ
の
決
定
を
覆
し
、

容
疑
者
を
終
身
国
外
流
刑
に
処
し
た
。
植
民
地
統
治
下
の
ア
サ
ン
テ
王
国
に
お
い
て
、
伝
統
首
長
が
極
刑

を
言
い
渡
す
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
サ
ン
テ
王
国
に
対
す
る
最
大
の
罪
を
犯
し
た
人
物
を
ア

サ
ン
テ
王
国
の
法
に
基
づ
い
て
処
罰
す
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
で
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
植
民
地
政
府
は

黄
金
の
椅
子

が
植
民
地
内
の
治
安
を
乱
す
目
的
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を

ケープコースト�

アクラ�
ンサワム�

北部領土�

アシャンティ�

ト
ー
ゴ
ラ
ン
ド
委
任
統
治
領�

直　　轄　　領�

イースタン州�

アチム＝�
アブアクワ�

ウ
ェ
ス
タ
ン
州� セントラル州�

クマシ�

ンクロフル�

セコンディ・タコラディ�

図 植民地ゴールドコースト
（ 年）



ア
サ
ン
テ
王
の
帰
還

黄
金
の
椅
子

が
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
時
期
と
同
じ
こ
ろ
、
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
国
内
で
は
、
セ
イ
シ
ェ
ル
諸
島
に
追
放
さ
れ
て
い
た
ア
サ
ン
テ
王

プ
レ
ン
ペ
ー
一
世
の
帰
国
を
求
め
る
声
も
高
ま
っ
て
い
た
。
当
時
は
、
対
ア
サ
ン
テ
戦
争
の
終
結
か
ら
す

で
に
二

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
ア
サ
ン
テ
王
国
は
軍
事
的
脅
威
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
。
逆
に
金
採
掘
や
カ
カ
オ
生
産
の
活
発
化
に
よ
り
、
ア
サ
ン
テ
王
国
地
域
は
植
民
地
経

済
の
中
心
地
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
変
化
を
背
景
に
植
民
地
政
府
は
一
九
二
四
年
、
プ

レ
ン
ペ
ー
一
世
が
王
と
し
て
で
は
な
く

一
市
民

と
し
て
ア
サ
ン
テ
王
国
に
帰
国
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。タ

コ
ラ
デ
ィ
港
に
到
着
し
た
プ
レ
ン
ペ
ー
一
世
は
鉄
道
で
ク
マ
シ
に
向
か
っ
た
が
、
歓
迎
す
る
群
衆
を

避
け
る
た
め
に
ク
マ
シ
手
前
で
列
車
を
降
り
、
車
に
乗
り
換
え
て
ク
マ
シ
入
り
し
た
。
ク
マ
シ
で
は
歓
迎

の
行
き
過
ぎ
に
よ
る
治
安
悪
化
を
懸
念
し
て
、
酒
類
の
販
売
が
一
週
間
禁
止
さ
れ
、
集
会
も
禁
止
さ
れ
た

と
い
う
。
一
市
民

と
し
て
帰
国
し
た
プ
レ
ン
ペ
ー
一
世
は
当
初
、
王

と
し
て
振
舞
う
こ
と
を
慎
重

に
避
け
て
い
た
。
し
か
し
一
九
二
六
年
に
は
植
民
地
政
府
の
承
認
を
経
て
、
正
式
に
ク
マ
シ
の
王
と
し
て

再
度
即
位
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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現
在
の
ア
サ
ン
テ
王

現
在
の
ア
サ
ン
テ
王
で
あ
る
オ
ト
ゥ
ン
フ
オ

オ
セ
イ

ト
ゥ
ト
ゥ
二
世
は
、
前
王
の
死
に
と

も
な
っ
て
一
九
九
九
年
に
即
位
し
た
。
一
九
五

年
生
ま
れ
の
王
は
ガ
ー
ナ
国
内
で
教
育
を
受
け

た
後
、
一
九
七
三
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
で
会
計
学
や
行
政
学
を
学
ん
だ
。
大
学
卒
業
後
は
カ
ナ
ダ
や

イ
ギ
リ
ス
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
一
九
八
九
年
に
ガ
ー
ナ
に
帰
国
し
て

か
ら
は
自
ら
会
社
を
興
し
て
鉱
山
用
機
械
の
輸
入
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ま
た
彼
は
イ
ギ
リ

ス
国
教
会
の
信
徒
で
も
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
王
国
の
指
導
者

と
い
う
と
そ
の
伝
統
的
側
面
が

強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
の
ア
サ
ン
テ
王
は
実
社
会
で
の
経
験
と
海
外
で
の
生
活
経
験
が
豊
富

な
、
き
わ
め
て
現
代
的
な
人
物
で
あ
る
。

現
在
の
ア
サ
ン
テ
王

コラム 4コラム 4コラム 4



植
民
地
経
済
の
発
展

鉱
山
採
掘
の
活
発
化

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

の
名
の
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
到
来
以
前
か
ら
金

の
採
掘
は
国
内
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
経
済
活
動
で
あ
っ
た
。
植
民
地
期
に

は
い
る
と
、
近
代
的
な
採
掘
技
術
の
導
入
に
よ
り
金
の
採
掘
が
一
段
と
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
マ
ン
ガアクアピン丘陵�

カカオ生産地帯�
カカオ生産地帯の拡大方向�

図 カカオ生産地帯の拡大方向

ン
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の

鉱
脈
も
発
見
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に

よ
る
鉱
山
採
掘
が
本
格
化
し
た
。
こ
れ
ら

の
鉱
脈
は
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
南
部
に
集

中
し
て
お
り
、
多
く
の
男
性
労
働
力
が
採

掘
事
業
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

カ
カ
オ
生
産
の
活
発
化

チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
商
品
名

に
も
な
っ
て
い
る
ほ
ど
ガ
ー
ナ
の
カ
カ
オ



生
産
は
有
名
だ
が
、
こ
の
カ
カ
オ
生
産
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
た
の
も
植
民
地
期
の
こ
と
だ
っ

た
。
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
カ
カ
オ
生
産
を
最

初
に
試
み
た
の
が
誰
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

が
、
ガ
ー
ナ
国
内
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

テ
テ

ク
ワ
シ
と
い
う
人
物
に
ま
つ
わ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
首
都
ア
ク
ラ
に
近

い
ア
ク
ア
ピ
ン
丘
陵
の
マ
ン
ポ
ン
と
い
う
村
で

鍛
冶
屋
を
営
ん
で
い
た
テ
テ

ク
ワ
シ
が
、
出

稼
ぎ
先
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

ポ
ー
島
か
ら
カ
カ

オ
の
種
を
持
ち
帰
り
、
一
八
七
九
年
こ
ろ
に
地

元
で
の
栽
培
に
成
功
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る

と
い
う
。
そ
の
後
カ
カ
オ
生
産
地
域
は
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
南
部
で
急
速
に
拡
大
し
（
図

）、

一
九
一
一
年
に
は
生
産
量
が
四
万

を
超
え
て
、

第 章 イギリス支配下のゴールドコースト

写真 カカオを港へ運ぶ人の隊列。道路や鉄道が未発達だった
当時は，カカオはすべて人力で港まで運ばれた。



写真 植民地政府発行のハンドブック（ 年）
に掲載された，タコラディ港とゴールドコースト
鉄道の広告。 アフリカで最も豊かな鉱業・農業
地帯への入り口 とうたっている。

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
は
世
界
最
大
の
カ
カ
オ
生
産
国
と
な
っ
た（
写
真

）。

交
通
網
の
拡
大

鉱
山
採
掘
や
カ
カ
オ
生
産
に
代
表
さ
れ
る
植
民
地
期
の
経
済
発
展
は
、
こ
の
時
期
に

急
速
に
発
達
し
た
交
通
網
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
植
民
地
政
府
は
国
内
の
交
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通
網
の
整
備
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
鉄
道
と
道
路
の
建
設
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
た
。
例
え
ば
主

要
な
鉱
山
を
結
ぶ
セ
コ
ン
デ
ィ

ク
マ
シ
間
の
鉄
道
は
一
九

五
年
に
完
成
し
て
お
り
、
ア
ク
ラ

ク
マ

シ
間
の
鉄
道
も
一
九
二
三
年
に
は
開
通
し
た（
写
真

）。
他
方
、
車
両
が
通
行
可
能
な
道
路
は
一
九
一
四

年
の
時
点
で
は
一
部
に
し
か
存
在
し
か
な
か
っ
た
が
、
一

年
後
の
一
九
二
四
年
に
は
全
土
に
拡
大
し
て

い
っ
た
。
道
路
網
の
整
備
と
と
も
に
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
入
も
活
発
化
し
、
ア
ク
ラ
で
は
一
九
二
一
年

の
時
点
で
す
で
に
五
八
六
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
（

）
。
こ
の
よ
う
な
交
通
網
の
整
備
は
、

カ
カ
オ
生
産
の
拡
大
や
鉱
山
開
発
の
活
発
化
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
進
ん
で
い
っ
た
。

間
接
統
治

伝
統
首
長
と
間
接
統
治

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
植
民
地
支
配
は
、
国
内
の
伝
統
首

長
が
持
っ
て
い
た
権
力
を
最
大
限
に
利
用
す
る
間
接
統
治
に
よ
っ
て
お
こ
な

わ
れ
た
。
植
民
地
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
統
治
者
は
総
督
で
あ
り
、
こ
の
下
に
行
政
審
議
会
と
立
法
審
議

会
が
設
置
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
行
政
と
立
法
を
担
当
し
た
。
た
だ
し
地
方
統
治
に
関
し
て
は
各
地
の
伝
統
首



長
に
一
定
の
権
限
が
与
え
ら
れ
、
各
伝
統
首
長
は
総
督
の
許

可
を
得
て
各
地
域
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

た
。
同
じ
く
司
法
に
関
し
て
も
、
首
都
ア
ク
ラ
に
最
高
裁
判

所
が
設
置
さ
れ
て
国
内
の
司
法
を
統
括
し
て
い
た
が
、
軽
微

な
裁
判
に
関
し
て
は
各
地
方
の
伝
統
首
長
が
中
心
と
な
っ
た

原
住
民
裁
判
所

で
の
審
判
が
許
さ
れ
て
い
た
（
図

）。

こ
の
よ
う
に
伝
統
首
長
は
植
民
地
の
統
治
機
構
の
中
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
権
力
乱
用
に
際
し
て

は
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
総
督
が
伝
統
首
長
の
地
位
を
剥
奪
す

る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
植
民
地
政
府
は
一
九
二
六
年
か
ら
、
立
法
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
六
人
を
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
直
轄
領
の

伝
統
首
長
た
ち
が
組
織
す
る
州
評
議
会
か
ら
選
出
し
た
。
立

法
審
議
会
は
総
勢
三

人
で
構
成
さ
れ
、
う
ち
民
間
人
は
一

四
人
で
、
残
り
の
一
六
人
は
総
督
を
含
む
植
民
地
政
府
の
官

〔行　政〕� 〔立　法〕� 〔司　法〕�

（中央レベル）　行政審議会� 立法審議会� 最高裁判所�

原住民裁判所�（地方レベル）　州・地区弁務官と伝統首長�

総督�

政府行政官　 16人�
民間ヨーロッパ人 5人�
民間アフリカ人 9人�
　うち：伝統首長 6人�
　　　　選挙で選出 3人�

図 植民地ゴールドコーストの統治機構（ 年）



僚
が
占
め
て
い
た
。
ま
た
一
四
人
の
民
間
人
枠
の
う
ち
五
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
割
り
当
て
ら
れ
、
ア
フ

リ
カ
人
枠
は
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
九
人
の
う
ち
六
人
が
伝
統
首
長
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

残
る
三
人
の
ア
フ
リ
カ
人
は
、
ア
ク
ラ
、
ケ
ー
プ
コ
ー
ス
ト
、
セ
コ
ン
デ
ィ
の
三
都
市
か
ら
選
挙
で
選
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
シ
ャ
ン
テ
ィ
お
よ
び
北
部
領
土
の
代
表
は
、
一
九
四
六
年
に
な
る
ま
で
立
法

審
議
会
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。

オ
フ
ォ
リ

ア
タ

で
は
植
民
地
統
治
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
伝
統
首
長
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
人
物
た
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
の
代
表
的
な
伝
統
首
長
の
一

人
で
、
国
内
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
ア
チ
ム

ア
ブ
ア
ク
ワ
国
の
王
、
オ
フ
ォ
リ

ア
タ
の
例

を
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
（

）
（
写
真

。
ア
チ
ム

ア
ブ
ア
ク
ワ
の
位
置
は
本
章
冒
頭
の
図

参
照
）。
オ

フ
ォ
リ

ア
タ
は
一
八
八
一
年
、
王
族
の
母
と
宮
廷
楽
団
員
の
父
の
間
に
生
ま
れ
た
。
八
歳
の
時
に
母
を

亡
く
し
、
そ
の
後
は
キ
リ
ス
ト
教
化
し
た
父
の
影
響
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
で
十
八
歳
ま
で
教
育
を
受

け
た
。
英
語
の
読
み
書
き
に
堪
能
な
彼
は
、
そ
の
能
力
を
生
か
し
て
ア
ク
ラ
の
著
名
な
法
律
家
の
も
と
で

働
い
た
後
、
一
九

年
の
ヤ
ー

ア
サ
ン
ト
ワ
戦
争
の
時
に
は
イ
ギ
リ
ス
側
の
兵
士
と
し
て
対
ア
サ
ン

テ
戦
争
に
従
軍
す
る
と
い
う
経
験
も
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
植
民
地
政
府
の
税
関
事
務
所
で
の
職
を
得
た

が
、
後
に
そ
の
英
語
力
が
買
わ
れ
て
総
督
府
で
の
勤
務
も
経
験
し
た
。
さ
ら
に
国
内
で
操
業
す
る
ヨ
ー
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そ
し
て
一
九
一
二
年
、
三
十
一
歳
の
若
さ
で
ア
チ
ム

ア
ブ
ア
ク
ワ
国
王
に
即
位
し
、
そ
の
後
一
九
四
三

年
に
亡
く
な
る
ま
で
王
位
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
彼
は
、
一
九
一
六
年
か
ら
植
民
地
立
法
審
議
会
の
メ
ン

バ
ー
を
務
め
て
植
民
地
政
府
の
運
営
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
一
九
二
七
年
に

イ
ギ
リ
ス
か
ら

サ
ー

の
称
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
地
元
の
ア
チ
ム

ア
ブ
ア
ク
ワ
国
で
は
教
育
の
普
及
に
力
を
入
れ
、
特
に
王
族
の
子
供
た
ち
に
教

育
を
受
け
さ
せ
て
王
室
の
近
代
化
を
進
め
た
。
当
時
の
ア
チ
ム

ア
ブ
ア
ク
ワ
国
は
カ
カ
オ
生
産
の
中
心

写真 アチム アブアクワの王，ナ
ナ・サー・オフォリ アタ（
年）。ガーナの伝統首長が持つ ナ
ナ の称号と，イギリスから与えら
れた サー の称号の両方を有し，
植民地政府に大きな影響力を持って
いた。

ロ
ッ
パ
の
金
採
掘
会
社
で

仕
事
を
し
た
後
、
ア
チ
ム

ア
ブ
ア
ク
ワ
国
の
王
室

に
秘
書
と
し
て
抜
擢
さ
れ

る
。
そ
こ
で
彼
は
、
文
盲

で
あ
っ
た
当
時
の
王
に
代

わ
っ
て
、
植
民
地
政
府
や

領
内
で
操
業
す
る
鉱
山
会

社
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
。



地
で
あ
り
、
ま
た
金
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
採
掘
も
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
経

済
活
動
の
活
発
化
に
対
応
し
た
実
務
能
力
、
お
よ
び
植
民
地
政
府
と
の
交
渉
能
力
が
、
王
室
を
つ
か
さ
ど

る
人
々
に
欠
か
せ
な
い
能
力
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
オ
フ
ォ
リ

ア
タ
自
身
も
、
カ
カ
オ
農

場
経
営
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
採
掘
、
輸
出
入
業
な
ど
幅
広
い
商
業
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
伝
統
首
長
に

依
存
し
た
間
接
統
治
が
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
国
内
の
経
済
活
動
も
急
速
に
活
発
化
し
て
い
た
植
民
地
期
に

お
い
て
、
卓
越
し
た
英
語
力
と
実
務
経
験
を
備
え
て
い
た
オ
フ
ォ
リ

ア
タ
の
よ
う
な
王
の
存
在
は
、
い

わ
ば
時
代
が
要
請
し
て
い
た
の
だ
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
（
ち
な
み
に
一
九
一

年
時
点
で
、
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
直
轄
領
内
の
一
一
九
の
伝
統
首
長
の
う
ち
、
読
み
書
き
が
で
き
る
人
物
は
二
四
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

い
う
（

）
）。

伝
統
首
長
と
新
興
エ
リ
ー
ト
層

一
方
、
伝
統
首
長
層
に
一
定
の
権
力
を
認
め
る
間
接
統
治
の
体
制
は
、

教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
層
や
都
市
部
住
民
の
反
発
を
買
う
こ
と
に

も
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
あ
る
新
聞
は
、
伝
統
首
長
た
ち
が

い
わ
ゆ
る
間
接
統
治
の
巧
み
な
技
法
の
な

か
で
、
州
弁
務
官
や
地
区
弁
務
官
の
手
中
に
あ
る
操
り
人
形
か
チ
ェ
ス
の
駒

に
な
っ
て
い
る
と
皮
肉
っ

て
い
る
（

）
。
ま
た
植
民
地
政
府
が
立
法
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
伝
統
首
長
を
重
用
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
別
の
新
聞
は
次
の
よ
う
に
強
く
批
判
し
て
い
る
。
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伝
統
首
長
た
ち
は
州
評
議
会
を
組
織
し
、
自
分
た
ち
の
な
か
か
ら
選
ん
だ
人
物
を
送
り
込
む
と
い

う
姑
息
な
手
段
で
、
立
法
府
に
裏
口
か
ら
入
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
民
衆
の
投
票
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
。
わ
が
民
衆
が
選
ぶ
と
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
制
度
を
台
な
し
に
す
る
伝
統
首

長
を
選
ぶ
よ
う
な
、
無
分
別
な
行
動
は
と
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
・
タ
イ
ム
ズ

紙

一
九
二
七
年
三
月
十
五
日
付
（

）
）。

こ
の
よ
う
な
新
興
エ
リ
ー
ト
層
た
ち
の
主
張
は
、
植
民
地
政
府
か
ら

自
然
な
指
導
者
（
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
リ
ー
ダ
ー
）
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
伝
統
首
長
層
に
と
っ
て
、
徐
々
に
脅
威
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

先
の
オ
フ
ォ
リ

ア
タ
が
王
族
の
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
文
盲
の
伝
統
首
長
で
は
な

く
教
育
を
受
け
た
ア
フ
リ
カ
人
層
こ
そ
が
国
の
指
導
者
と
な
る
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
新
興
エ
リ
ー
ト
層

の
台
頭
が
あ
っ
た
。

現
地
社
会
の
理
解

伝
統
首
長
を
中
心
と
す
る
既
存
の
権
力
構
造
を
利
用
し
て
効
果
的
に
間
接
統
治
を

進
め
る
た
め
に
は
、
現
地
社
会
の
政
治
制
度
・
文
化
・
宗
教
・
価
値
観
な
ど
を
理

解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
。
こ
の
点
を
重
視
し
た
植
民
地
政
府
は
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
諸
社
会
の

研
究
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
沿
岸
部
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
直
轄
領
の
地
区
副
弁

務
官
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
の
歴
史
と
慣
習
に
関
す
る
報
告
書
の
執
筆
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
現



地
社
会
の
理
解
の
も
と
に
、
統
治
業
務
を
お
こ
な
う
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
ア
シ
ャ
ン

テ
ィ
（

）
に
は
人
類
学
的
研
究
の
部
局
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
責
任
者
で
あ
っ
た
人
類
学
者
ラ
ト
レ
イ
は
、
ア
サ

ン
テ
の
社
会
と
文
化
に
関
す
る
多
く
の
研
究
報
告
を
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
植
民
地
政
府
に
よ
る
現
地
社
会

の
研
究
成
果
は
、
間
接
統
治
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
知
的
基
盤
と
な
っ
て
い
っ
た
。

庶
民
に
と
っ
て
の
植
民
地
時
代

小
農
と
カ
カ
オ

小
規
模
生
産
者
が

支
え
る
カ
カ
オ

植
民
地
時
代
に
急
速
に
拡
大
し
た
輸
出
作
物
カ
カ
オ
の
生
産
は
、
大
規
模
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
小
規
模
生
産
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
中
南
部
の
森
林
地
帯
に
は
、
カ
カ
オ
生
産
に
適
し
た
未
利
用

の
土
地
が
豊
富
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
南
部
沿
岸
地
帯
の
農
民
た
ち
は
、
カ
カ
オ
生
産
の
た
め
の
土
地
を

求
め
て
各
地
に
移
住
し
、
未
開
墾
地
を
自
ら
切
り
開
い
て
新
た
な
カ
カ
オ
畑
を
造
成
し
て
い
っ
た
（
コ
ラ

ム

参
照
）。
教
育
も
な
く
特
別
な
技
術
も
持
た
な
い
農
民
に
と
っ
て
、
自
ら
の
労
力
だ
け
で
多
く
の
現

金
収
入
を
得
ら
れ
る
カ
カ
オ
生
産
は
非
常
に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
植
民
地
期
末
期
の
ゴ
ー
ル
ド
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コ
ー
ス
ト
で
唄
わ
れ
て
い
た
次
の
よ
う
な
流
行
歌
に
は
、
当
時
の
農
民
に
と
っ
て
カ
カ
オ
生
産
が
い
か
に

重
要
だ
っ
た
か
が
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

子
供
を
学
校
に
や
り
た
い
な
ら
、
カ
カ
オ
。

家
を
建
て
た
い
な
ら
、
カ
カ
オ
。

結
婚
し
た
い
な
ら
、
カ
カ
オ
。

服
を
買
い
た
い
な
ら
、
カ
カ
オ
。

ト
ラ
ッ
ク
を
買
い
た
い
な
ら
、
カ
カ
オ
。

こ
の
世
界
で
何
か
し
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、

カ
カ
オ
・
マ
ネ
ー
で
や
る
こ
と
さ
（

）
。

カ
カ
オ
は
親
族
を
こ
わ
す

一
方
、
急
速
に
広
が
っ
た
カ
カ
オ
生
産
は
、
農
村
社
会
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。
樹
木
作
物
で
あ
る
カ
カ
オ
は
三

年
あ
ま

り
に
わ
た
っ
て
収
穫
で
き
る
た
め
、
一
度
で
き
あ
が
っ
た
カ
カ
オ
畑
か
ら
は
長
年
に
わ
た
っ
て
現
金
収
入

が
得
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
カ
カ
オ
畑
の
持
ち
主
が
死
亡
し
た
際
に
、
そ
の
畑
を
誰
が
相
続
す
る
か
に
つ
い

て
の
も
め
ご
と
が
、
親
族
内
部
で
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
ガ
ー
ナ
の
大
統
領
と
な
る
ブ

シ
ア
は
そ
の
著
作
の
中
で
、
農
民
の
ひ
と
り
が
一
九
四

年
代
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
こ
と
を
記
録
し
て



い
る
。カ

カ
オ
は
親
族
を
こ
わ
し
、
血
縁
関
係
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
し
ま
う
（

）

。

カ
カ
オ
、
母
系
制
、
核
家
族

カ
カ
オ
生
産
の
拡
大
は
、
伝
統
的
な
相
続
制
度
に
も
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
カ
カ
オ
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
南
部
に

住
む
人
々
は
、
ほ
と
ん
ど
が
母
系
制
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
母
系
制
の
も
と
で
は
女
性
を
中
心
と
し
て
親

族
が
決
ま
り
、
母
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
と
姉
妹
の
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
親
族
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の

制
度
の
も
と
で
は
、
夫
と
妻
は
別
々
の
親
族
に
属
し
、
父
親
と
そ
の
子
供
も
別
々
の
親
族
に
属
す
る
（
図

）。
し
た
が
っ
て
伝
統
的
な
母
系
制
の
も
と
で
は
、
あ
る
人
物
の
カ
カ
オ
畑
は
妻
や
そ
の
子
供
た
ち
に

相
続
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
物
の
兄
弟
姉
妹
や
姉
妹
の
子
た
ち
に
相
続
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
カ
カ
オ
畑
の
造
成
と
そ
こ
で
の
農
作
業
は
、
妻
と
子
供
た
ち
の
助
け
を
借
り
て
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
植
民
地
時
代
に
土
地
を
求
め
て
他
の
地
域
に
移
住
し
て
カ
カ
オ
畑
を
作
っ
た
移

住
農
民
は
、
故
郷
の
親
族
か
ら
離
れ
、
妻
と
子
供
た
ち
で
カ
カ
オ
畑
を
造
成
し
て
い
た
。
一
方
、
そ
の
よ

う
な
カ
カ
オ
畑
に
母
系
相
続
の
原
理
が
厳
密
に
適
用
さ
れ
る
と
、
父
親
が
死
ん
だ
場
合
に
そ
の
妻
と
子
供

た
ち
は
畑
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
カ
カ
オ
畑
は
遠
く
に
住
ん
で
い
る
父
親
の
母
系
親
族
（
そ
れ
ま
で
カ
カ
オ

畑
で
の
農
作
業
を
ま
っ
た
く
し
て
い
な
か
っ
た
人
た
ち
）
に
相
続
さ
れ
て
し
ま
う
。
日
本
で
も
誰
か
が
亡
く
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な
る
と
、
そ
れ
ま
で
音
信
不
通
だ
っ
た
親
戚
が
突
如
現
れ
て

遺
産
を
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
話
は
よ
く
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
現
象
が
、
こ
の
時
代
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
農
村
部
で
も
頻
繁
に
お
こ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

戸
主
と
そ
の
妻
子
を
中
心
と
す
る
核
家
族
が
造
成
し
た
カ

カ
オ
畑
を
、
母
系
親
族
が
相
続
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
妻
や

子
供
た
ち
が
相
続
す
べ
き
か
の
問
題
は
、
当
時
の
伝
統
的
指

導
者
の
間
で
も
議
論
に
な
っ
て
い
た
。
ア
サ
ン
テ
の
伝
統
首

長
た
ち
は
こ
の
問
題
を
一
九
三
八
年
か
ら
議
論
し
は
じ
め
て

お
り
、
一
九
四
一
年
の
伝
統
首
長
評
議
会
で
は
以
下
の
よ
う

な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。

ア
サ
ン
テ
王

子
供
た
ち
や
そ
の
母
親
は
、
家
事
や

畑
仕
事
で
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
い
る
。（
母
系
親
族
の
）

甥
姪
た
ち
は
ま
っ
た
く
姿
を
見
せ
ず
、
世
話
を
し
て
く

れ
る
の
は
子
供
た
ち
だ
け
、
と
い
う
こ
と
さ
え
あ
る
。

相続の方向� 女� 男� 婚姻関係�

相続�
相続�

夫� 妻�

親子関係�
兄弟姉妹�
関係� 母系親族�

図 母系親族と相続の方向



わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
や
そ
の
母
親
に
遺
産
を
残
し
、
わ
れ
わ
れ
の
死
後

に
彼
ら
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
が
な
い
よ
う
方
策
を
講
じ
る
の
は
、
正
当
な
こ
と
で
は
な
い
か
？

マ
ン
ポ
ン
首
長

難
し
い
問
題
だ
。
わ
れ
わ
れ
に
は
確
固
と
し
た
伝
統
（
母
系
相
続
制
度
）
が
あ
り
、

寡
婦
や
子
供
た
ち
が
故
人
の
資
産
の
一
部
を
相
続
す
べ
き
、
と
い
う
裁
定
を
下
す
こ
と
は
適
当
で
な

い
。

ア
サ
ン
テ
王

私
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
伝
統
を
変
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
忠
実
に
仕

え
た
妻
と
子
供
た
ち
に
対
し
て
考
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

マ
ン
ポ
ン
首
長

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
の
地
元
で
も
議
論
を
尽
く
し
た
が
、
満
場
一
致
で

反
対
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

オ
フ
ィ
ン
ス
首
長

も
し
（
妻
と
子
供
た
ち
も
相
続
す
べ
き
と
い
う
）
裁
定
が
下
さ
れ
れ
ば
、
間
違

い
な
く
伝
統
を
損
ね
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
妻
子
と
母
系
親
族
の
間
で
の
訴
訟
が
急
増
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

エ
ジ
ュ
ス
首
長

寡
婦
と
子
供
た
ち
に
対
し
て
何
ら
か
の
考
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
考
え
を
、
個

人
的
に
は
支
持
す
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
相
続
法
か
ら
見
た
場
合
、
こ
の
問
題
を
ど
う
あ
つ
か
う

べ
き
か
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
だ
。
忠
実
に
仕
え
た
妻
と
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
父
親
は
生
前
に
な
ん
ら
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か
の
贈
与
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
し
た
が
っ
て
、（
死
後
の
相
続
の
権
利
を
与
え
る
と

い
う
）
案
に
は
反
対
す
る
（

）
。

結
局
こ
の
問
題
は
、
あ
る
人
物
の
私
的
な
資
産
（
つ
ま
り
親
族
全
体
の
所
有
物
で
な
い
も
の
）
で
あ
れ
ば

妻
や
子
供
た
ち
に
生
前
贈
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
形
で
一
九
四
二
年
に
決
着
を
見
た
。
さ
ら
に

四
八
年
に
は
、
遺
言
な
し
の
死
亡
の
場
合
は
私
的
資
産
の
三
分
の
一
が
妻
と
子
供
に
残
さ
れ
る
、
と
い
う

裁
定
が
伝
統
首
長
評
議
会
で
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
カ
カ
オ
畑
が
個
人
の
努
力
で
取
得
さ
れ
造
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
妻
と
子
供
が
そ
の
一
部
を
相
続
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
カ
カ
オ
畑
の
帰

属
を
め
ぐ
る
当
時
の
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
に
は
、
伝
統

と
し
て
の
母
系
親
族
と
、
現
実

と
し
て

の
核
家
族
が
、
庶
民
の
生
活
の
中
で
共
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

カ
カ
オ
農
民
、
ア
ジ
ェ
イ
じ
い
さ
ん
に
と
っ
て
の
植
民
地
時
代
（

）

わ
し
の
名
は
ア
ジ
ェ
イ
。
わ
し
の
故
郷
は
ず
ー
っ
と
東
の
ボ
ソ
と
い
う
町
だ
（
図

）。
こ
の

ベ
ポ
ア
セ
村
に
来
て
カ
カ
オ
を
作
り
始
め
た
の
は
、
た
し
か
一
九
五
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
な
。
そ

の
こ
ろ
故
郷
の
ボ
ソ
で
は
カ
カ
オ
を
作
る
土
地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
こ
ん
な

カ
カ
オ
農
民
、
ア
ジ
ェ
イ
じ
い
さ
ん
に
と
っ
て
の
植
民
地
時
代

コラムコラムコラム
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へ
ん
ぴ
な
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
き
た
っ
て
わ
け
だ
。
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
当
初
、
あ
た
り
は
全

く
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ
っ
た
。
と
き
ど
き
象
が
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
畑
を
荒
ら
し
て
い
っ
た
も
ん

だ
。こ

の
辺
の
土
地
を
手
に
入
れ
た
と
き
は
、
故
郷
の
知
り
合
い
や
隣
町
の
人
た
ち
と
一

人
ぐ

ら
い
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
ね
、
お
金
を
集
め
て
こ
こ
の
伝
統
的
な
首
長
さ
ん
か
ら
土
地
使

ヴォルタ湖�

ベポアセ村�
ボソ�

図 ベポアセ村とボソ

用
の
許
可
を
得
た
ん
だ
。
そ

の
グ
ル
ー
プ
の
名
は

カ
ン

パ
ニ
ー

っ
て
い
う
ん
だ
。

当
時
、
こ
の
辺
に
は
使
わ
れ

て
い
な
い
土
地
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
ね
、
ず
い
ぶ
ん
広
い

土
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
も
ん
さ
。

カ
カ
オ
っ
て
い
う
の
は
ね
、

人
の
一
生
と
同
じ
よ
う
に
成

長
し
て
い
く
ん
だ
。
二
十
代



の
頃
に
親
父
か
ら
独
立
し
て
、
自
分
の
カ
カ
オ
畑
を
作
り
始
め
る
だ
ろ
。
そ
の
あ
と
カ
カ
オ
の
樹

が
成
長
し
て
収
穫
が
十
分
と
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
一

年
も
か
か
る
。
ま
あ
そ
の
間
は

イ
モ
や
プ
ラ
ン
テ
ン
バ
ナ
ナ
も
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
い
る
か
ら
、
食
う
に
は
全
然
困
ら
な
い
が
な
。

で
も
い
っ
た
ん
成
長
し
た
カ
カ
オ
畑
か
ら
は
、
そ
の
あ
と
二

年
ぐ
ら
い
は
ず
っ
と
収
穫
が
あ
る

ん
だ
。
だ
か
ら
男
盛
り
で
現
金
が
一
番
必
要
な
頃
に
は
、
ま
あ
そ
れ
な
り
の
収
入
が
得
ら
れ
る
わ

け
だ
。
ほ
ん
で
そ
の
カ
カ
オ
の
樹
が
年
老
い
て
収
穫
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
頃
に
は
、
自
分
も
年

を
と
っ
て
い
て
、
も
う
引
退
っ
て
わ
け
さ
。
わ
し
も
も
う
年
を
と
っ
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
引
退
し
て

故
郷
の
ボ
ソ
に
帰
る
こ
と
も
考
え
な
い
と
な
。

カ
カ
オ
は
も
う
か
っ
た
か
っ
て
？
昔
は
も
う
か
っ
た
な
。
わ
し
が
こ
の
村
に
移
住
し
て
き
た
一

九
五

年
頃
は
、
カ
カ
オ
で
家
を
何
件
も
建
て
る
ほ
ど
も
う
け
た
人
が
ざ
ら
に
い
た
な
。
当
時
は

土
地
が
ま
だ
豊
富
に
あ
っ
た
か
ら
、
広
い
カ
カ
オ
畑
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
な
り
の
収

入
も
あ
っ
た
。
わ
し
自
身
も
、
故
郷
に
家
を
一
軒
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
若
い
と
き
に
一
生
懸

命
自
分
の
カ
カ
オ
畑
を
大
き
く
し
て
、
そ
の
も
う
け
で
故
郷
に
立
派
な
家
を
建
て
て
、
老
後
は
小

作
人
に
カ
カ
オ
畑
を
任
せ
て
、
自
分
は
故
郷
に
建
て
た
家
で
の
ん
び
り
暮
ら
す
、
な
ん
て
こ
と
も

当
時
は
で
き
た
の
さ
。



庶
民
に
と
っ
て
の
植
民
地
時
代

女
性
の
経
済
活
動

女
性
商
人
の
進
出

女
性
に
よ
る
商
業
活
動
が
国
内
各
地
で
活
発
化
し
た
の
も
、
植
民
地
時
代
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
カ
カ
オ
生
産
や
金
採
掘
な
ど
、
国
内
で
新
た
な
産
業
が
活
発
化
し
て

き
た
植
民
地
時
代
、
多
く
の
男
性
た
ち
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
仕
事
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
男
性
労
働
力
が
こ
れ
ら
の
新
た
な
産
業
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
こ
の
時
代
の
女
性
た
ち

は
そ
れ
ま
で
男
性
の
活
動
領
域
で
あ
っ
た
商
業
部
門
に
積
極
的
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

一
九
二

年
代
に
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
結
婚
し
た
、
ア
サ
ン
テ
人
女
性
の
例
を
見
て
み
よ
う
（

）
。
彼
女
は

夫
が
北
部
地
域
を
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
す
る
の
に
同
行
し
、
各
地
で
ヤ
ム
イ
モ
（
第

章

食
べ
物

参
照
）
を
買
付
け
て
そ
れ
を
ク
マ
シ
で
販
売
し
た
。
逆
に
ク
マ
シ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
製
品
を
買
付

け
、
そ
れ
を
夫
の
ト
ラ
ッ
ク
で
北
部
に
持
ち
込
み
販
売
し
た
。
植
民
地
時
代
に
入
っ
て
大
量
に
輸
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
の
存
在
、
急
速
に
進
ん
だ
国
内
交
通
網
の
整
備
、
自
動
車
の
普
及
な

ど
、
当
時
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
全
体
の
状
況
変
化
が
彼
女
の
商
業
活
動
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
人
、
一
九

年
生
ま
れ
の
ア
ク
ラ
の
女
性
商
人
の
場
合
は
こ
う
で
あ
る
。
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私
が
母
の
商
売
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
二
歳
の
こ
ろ
だ
っ
た
ね
。
母
と
二
人
で
魚
の

燻
製
や
ケ
ン
ケ
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
を
蒸
し
た
も
の
）
を
作
っ
て
近
隣
の
村
に
売
り
に
出
か
け
た
の
さ
。

私
に
子
供
が
生
ま
れ
る
前
は
、（
二
五

先
の
）
ン
サ
ワ
ム
ま
で
歩
い
て
い
っ
て
魚
を
売
っ
て
、
一

泊
し
て
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
も
し
た
ね
。
週
に
二
回
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
も
う
け
は
全
部
、
母

に
渡
し
た
。
彼
女
が
私
の
衣
食
の
面
倒
を
見
て
い
た
か
ら
ね
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
頭
の
上
に
魚
を
五

尾
の
せ
て
運
ぶ
の
が
せ
い
ぜ
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
慣
れ
て
く
る
と
三

尾
は
運
べ
た
も
の
さ
。
そ
の

う
ち
に
列
車
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
ク
マ
シ
ま
で
売
り
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。

行
商
に
出
か
け
る
の
は
一
週
間
に
一
度
で
、
二
日
間
帰
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
一
週
間
帰
ら
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
一
度
な
ん
か
、
一
週
間
も
行
商
し
て
た
ら
魚
が
腐
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
雨
が
降
っ
て
た

も
ん
だ
か
ら
虫
が
わ
い
ち
ゃ
っ
た
の
さ
。
衛
生
検
査
官
に
五

も
罰
金
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
。

女
に
と
っ
て
、
仕
事
は
大
切
だ
ね
。
自
分
で
食
べ
て
、
身
な
り
を
き
れ
い
に
し
て
、
必
要
な
時
は
ド

レ
ス
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
ね
。
も
し
働
か
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
必
要
な
も
の
を
買
う

こ
と
が
で
き
る
ね
？
（

）

。

こ
の
よ
う
な
女
性
商
人
の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
一
九
三

年
代
か
ら
四

年
代
に
な
る
頃
に
は
、

商
業
活
動
の
大
半
は
女
性
の
手
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。



カ
カ
オ
、
離
婚
、
子
育
て
の
責
任

カ
カ
オ
畑
を
も
つ
夫
が
遺
言
な
し
で
死
亡
し
た
場
合
、
妻
が
夫
の
カ

カ
オ
畑
の
一
部
を
相
続
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ

た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
夫
婦
間
の
関
係
が
良
好
で
、
婚
姻
関
係
が
長
く
続
い
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
離

婚
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
社
会
的
に
も
許
容
さ
れ
る
こ
の
国
で
は
、
良
好
な
夫
婦
関
係
の
も
と
で

妻
に
夫
の
資
産
が
分
け
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
い
。
特
に
カ
カ
オ
生
産
が
農
村
部

で
重
要
な
現
金
収
入
源
に
な
っ
て
き
た
植
民
地
時
代
に
は
、
夫
の
カ
カ
オ
畑
を
手
伝
っ
た
妻
に
何
の
見
返

り
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
現
金
収
入
を
手
に
し
た
夫
が
衣
食
住
や
子
供
の
教
育
費
を
負
担
し
な
か
っ

た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
、
妻
の
側
か
ら
離
婚
を
申
し
立
て
る
際
の
十
分
な
理
由
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
離
婚
に
い
た
っ
た
場
合
、
妻
と
そ
の
子
供
た
ち
に
カ
カ
オ
畑
が
分
け
与
え
ら
れ

る
と
は
限
ら
な
い
。
カ
カ
オ
生
産
が
急
速
に
活
発
化
し
た
植
民
地
時
代
を
知
る
あ
る
女
性
は
、
次
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。

カ
カ
オ
を
作
る
よ
う
に
な
る
以
前
も
、（
女
た
ち
は
）
夫
を
手
伝
っ
て
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
プ
ラ
ン
テ
ン

バ
ナ
ナ
を
作
っ
て
い
た
よ
。
た
だ
し
自
分
た
ち
が
食
べ
る
た
め
に
ね
。
売
ろ
う
と
し
て
も
誰
も
買
っ
て

く
れ
る
人
な
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
。

作
っ
た
も
の
を
自
分
た
ち
で
食
べ
て
終
わ
り
だ
っ
た
時
代
に

は
、
男
が
離
婚
を
決
め
た
な
ら
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
行
く
こ
と
で
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
。
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で
も
妻
が
夫
の
カ
カ
オ
畑
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
離
婚
す
る
と
（
カ
カ
オ
畑
は

夫
の
も
の
で
）
妻
に
は
何
の
利
益
も
残
ら
な
い
。
つ
ま
り
彼
女
は
離
婚
す
る
ま
で
の
間
ず
っ
と
、
意
味

の
な
い
仕
事
（
夫
の
カ
カ
オ
畑
で
の
仕
事
）
を
し
て
き
た
っ
て
わ
け
だ
ね
（

）

。

意
味
の
な
い
仕
事

に
見
切
り
を
つ
け
て
離
婚
を
選
択
し
た
彼
女
た
ち
は
、
子
供
を
抱
え
た
ま
ま
自

分
の
カ
カ
オ
畑
を
作
り
始
め
た
り
、
行
商
を
は
じ
め
た
り
し
て
、
自
分
自
身
で
収
入
を
得
る
努
力
を
は
じ

め
た
。
植
民
地
期
に
多
く
の
女
性
が
商
業
活
動
に
参
入
し
て
き
た
背
景
に
は
、
子
供
の
養
育
の
責
任
を
背

負
い
、
自
身
が
自
由
に
で
き
る
収
入
源
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
、
多
く
の
女
性
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。農

村
部
で
の
政
治
運
動

カ
カ
オ
不
売
運
動
（

）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に
よ
る

カ

カ

オ

輸

出

独

占

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
住
民
に
と
っ
て
、
カ
カ
オ
生
産
が
重
要
な
収
入
源

と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
カ
カ
オ
の

輸
出
に
関
し
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に
よ
っ
て
支
配



さ
れ
て
い
た
。
ま
た
国
内
で
の
カ
カ
オ
の
買
付
け
価
格
は
、
国
際
市
場
で
の
価
格
変
動
を
反
映
し
て
年
ご

と
に
大
き
く
上
下
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
一
九

年
代
か
ら
三

年
代
に
か
け
て
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
で
は
、
低
い
カ
カ
オ
の
買
付
け
価
格
と
外
国
企
業
に
よ
る
輸
出
の
独
占
に
抗
議
し
て
、
生
産
者
が
組
織

的
に
カ
カ
オ
の
販
売
を
拒
否
す
る
不
売
運
動
が
頻
発
し
た
。

頻
発
し
た
カ
カ
オ
不
売
運
動
の
中
で
も
特
に
大
規
模
だ
っ
た
の
が
、
一
九
三
七
年
十
一
月
か
ら
翌
年
四

月
ま
で
続
い
た
不
売
運
動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、
カ
カ
オ
国
際
価
格
の
低
下
を

背
景
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
の
間
で
締
結
さ
れ
た
買
付
け
協
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
定
の
目
的
は
、
買
付

け
割
当
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
規
企
業
の
参
入
を
制
限
し
、
ま
た
買
付
け
価
格
を
企
業

間
で
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
企
業
が
カ
カ
オ
輸
出
か
ら
利
益
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
協
定
締
結
の
動
き
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
は
各
地
で
協
定
反
対
の
動
き
が

急
速
に
拡
大
し
た
。
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
直
轄
領
の
各
地
で
は
生
産
者
代
表
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、

カ
カ
オ
の
不
売
運
動
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
品
の
不
買
運
動
が
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
ア
シ
ャ
ン
テ
ィ

で
も
農
民
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
同
様
の
運
動
を
決
議
す
る
た
め
に
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
不
売
運
動
は
一

九
三
八
年
四
月
に
協
定
の
一
時
停
止
が
合
意
さ
れ
る
ま
で
続
き
、
こ
の
結
果
十
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
期
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間
の
カ
カ
オ
輸
出
量
は
、
前
年
同
期
間
の
一
九
％
に
ま
で
激
減
し
た
。

不
売
運
動
の
背
景

こ
れ
ら
の
カ
カ
オ
不
売
運
動
の
背
景
に
は
、
当
時
の
カ
カ
オ
流
通
に
特
徴
的
な
二

つ
の
要
因
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
カ
カ
オ
の
低
価
格
に
対
す
る
生

産
者
の
不
満
で
あ
る
。
カ
カ
オ
の
国
際
価
格
は
年
ご
と
の
変
動
が
激
し
く
、
一
連
の
カ
カ
オ
不
売
運
動
は

い
ず
れ
も
カ
カ
オ
の
国
際
価
格
が
下
落
し
、
そ
の
結
果
国
内
で
の
買
付
け
価
格
も
引
き
下
げ
ら
れ
た
時
期

900�
800�
700�
600�
500�
400�
300�
200�
100�
0
1900/01 10/11 20/21 30/31 40/41

図 カカオの実質生産者価格の推移
（ 年度 ）

（注） 矢印は不売運動があった年。 年度
は 月 月。

に
発
生
し
た
（
図

）。
こ
れ
ら
の
価
格
低
下
に
対
す
る

生
産
者
一
般
の
不
満
が
、
広
範
囲
に
拡
大
し
た
カ
カ
オ
不

売
運
動
の
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。

二
つ
め
は
、
カ
カ
オ
の
買
付
け
を
支
配
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
企
業
に
対
す
る
、
大
農
層
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
人
商
人
層

の
不
満
で
あ
る
。
不
売
運
動
を
指
揮
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企

業
や
植
民
地
政
府
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
が
こ
の
層
で

あ
り
、
彼
ら
の
関
心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
が
支
配
す
る
カ

カ
オ
流
通
に
参
入
し
て
経
済
的
利
益
を
上
げ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
特
に
一
九
三
七
年
の
不
売
運
動
で
は
、
買
付
け
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価
格
と
と
も
に
買
付
け
量
を
も
外
国
企
業
間
で
あ
ら
か
じ
め
割
り
当
て
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
協
定
に
対

し
て
批
判
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
買
付
け
割
り
当
て
は
、
外
国
企
業
の
既
得
権
益
と
流
通
支
配
を
保
護
す
る

意
図
で
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
内
容
に
対
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
人
商
人
層
お
よ
び
伝

統
首
長
（
自
ら
が
大
農
で
あ
り
か
つ
仲
買
人
と
し
て
カ
カ
オ
流
通
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
）
が
強
く
反

発
し
た
。

伝
統
首
長
と
不
売
運
動

カ
カ
オ
不
売
運
動
の
拡
大
に
際
し
て
は
、
各
地
の
伝
統
首
長
た
ち
が
持
っ
て

い
た
政
治
的
権
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
た
と
え
ば
一
九
二
一
年
の

不
売
運
動
で
は
、
イ
ー
ス
タ
ン
州
各
地
の
首
長
た
ち
が
カ
カ
オ
販
売
を
禁
止
す
る
布
告
を
出
し
、
他
地
域

か
ら
運
ば
れ
る
カ
カ
オ
が
通
過
す
る
こ
と
も
禁
じ
て
違
反
者
に
は
罰
金
を
科
す
伝
統
首
長
も
あ
ら
わ
れ
た
。

一
九
三
七
年
の
不
売
運
動
の
際
に
も
、
セ
ン
ト
ラ
ル
州
で
開
催
さ
れ
た
農
民
と
伝
統
首
長
の
合
同
会
議
で

は
、
カ
カ
オ
不
売
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
不
買
の
布
告
が
伝
統
首
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
伝
統
首

長
に
よ
る
布
告
に
背
い
た
者
は
、
拘
束
さ
れ
た
り
罰
金
を
科
さ
れ
た
り
し
た
。
各
地
の
首
長
た
ち
は
伝
統

的
権
力
に
も
と
づ
い
た
命
令
力
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
不
売
運
動
の
強
制
に
使
用
し
た
の
だ
っ
た
。

植
民
地
政
府
の
対
応

こ
の
よ
う
に
カ
カ
オ
不
売
運
動
は
、
各
地
の
伝
統
首
長
に
よ
る
命
令
と
そ
の
強

制
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
側
面
が
大
き
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
伝
統
首
長
の



政
治
的
権
力
を
容
認
し
、
む
し
ろ
支
援
し
た
の
は
植
民
地
政
府
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
統
治
は
、
土
着
の
政
治
機
構
を
最
大
限
利
用
す
る
間

接
統
治
を
基
本
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
政
策
の
な
か
で
伝
統
首
長
は
、
地
方
統
治
に
関
し
て

植
民
地
政
府
か
ら
一
定
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
植
民
地
の
間
接
統
治
制
度
の
枠
内
で
そ
の
政
治
的

権
力
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
カ
カ
オ
不
売
運
動
に
お
い
て
は
、
伝
統
首
長
が
こ
の
政
治
的
権
力
を
運
動
の

命
令
・
維
持
お
よ
び
違
反
者
の
制
裁
に
利
用
し
た
側
面
が
大
き
い
。

こ
れ
に
対
し
て
植
民
地
政
府
は
、
不
売
運
動
の
拡
大
に
対
し
て
中
立
的
な
立
場
を
取
る
こ
と
を
公
言
し

つ
つ
、
不
売
運
動
を
強
制
し
た
地
方
の
伝
統
首
長
ら
を
取
り
締
ま
っ
た
。
例
え
ば
一
九
三

年
十
二
月
、

ア
シ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
不
売
運
動
を
命
令
し
た
伝
統
首
長
の
一
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
別
の
場
所
で
は
伝
統
首

長
の
側
近
が
運
動
の
命
令
に
関
与
し
た
罪
で
一
カ
月
間
投
獄
さ
れ
、
不
売
運
動
解
除
の
命
令
を
出
す
こ
と

を
拒
否
し
た
伝
統
首
長
自
身
も
拘
束
さ
れ
た
。
植
民
地
支
配
に
お
け
る
地
方
統
治
を
効
率
的
に
お
こ
な
う

た
め
に
一
定
の
権
限
を
伝
統
首
長
に
与
え
つ
つ
、
彼
ら
が
植
民
地
の
安
定
を
お
び
や
か
す
行
動
に
出
た
場

合
に
は
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
と
い
う
方
策
を
、
こ
の
時
期
の
植
民
地
政
府
は
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



独
立
運
動
の
高
ま
り

都
市
部
で
の
反
政
府

機
運
の
高
ま
り

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四

年
代
後
半
に
な
る
と
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

で
は
植
民
地
政
府
に
対
す
る
反
感
が
都
市
部
と
農
村
部
の
両
方
で
急
速
に
高
ま

り
、
独
立
に
向
け
た
政
治
運
動
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
都
市
部
で
は
、
物

価
の
上
昇
と
失
業
者
の
増
大
が
庶
民
の
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
。
物
価
上
昇
の
背
景
に
は
、
輸
入
生
活
必

需
品
の
流
通
が
外
国
企
業
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
輸
入
量
に
関
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
の

組
織
す
る
西
ア
フ
リ
カ
貿
易
商
協
会
が
輸
入
割
当
制
を
し
い
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。
ま
た
大
戦
終
結
に

伴
っ
て
約
五
万
人
の
帰
還
兵
が
国
内
に
流
入
し
、
都
市
部
の
物
価
上
昇
と
失
業
問
題
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ

て
い
た
。
そ
の
た
め
一
九
四
八
年
一
月
に
は
、
輸
入
品
の
高
騰
に
抗
議
し
て
大
規
模
な
輸
入
品
不
買
運
動

が
都
市
部
で
拡
大
し
、
二
月
に
は
主
要
都
市
で
暴
動
が
発
生
す
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

農
村
部
で
の
反
政
府

気
運
の
高
ま
り

時
期
を
同
じ
く
し
て
農
村
部
で
も
、
反
政
府
機
運
は
高
ま
っ
て
い
た
。
第
二
次

大
戦
の
勃
発
後
、
植
民
地
政
府
は
カ
カ
オ
の
価
格
変
動
を
避
け
る
た
め
に
国
内

で
の
買
上
価
格
を
設
定
し
て
い
た
。
し
か
し
買
上
価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
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り
、
こ
の
時
期
の
輸
入
品
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
の
上
昇
は
農
村
部
の
住
民
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

た
。
加
え
て
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
は
、
植
民
地
政
府
が
病
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
病
気
の
カ
カ

オ
樹
を
農
民
の
意
志
に
関
係
な
く
強
制
的
に
伐
採
す
る
対
策
を
開
始
し
、
こ
れ
に
反
対
す
る
農
民
の
活
動

が
活
発
化
し
た
。
低
く
設
定
さ
れ
た
カ
カ
オ
の
生
産
者
価
格
、
物
価
の
高
騰
、
カ
カ
オ
樹
の
強
制
伐
採
な

ど
の
諸
要
因
が
重
な
り
、
こ
の
時
期
の
農
村
部
で
も
植
民
地
政
府
に
対
す
る
不
信
感
が
大
き
く
高
ま
っ

た
。政

党
の
結
成

国
内
で
の
不
満
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
こ
の
時
期
に
政
党
結
成
の
動
き
が
植
民
地
内
で

活
発
化
し
た
。
ま
ず
一
九
四
七
年
八
月
、
独
立
政
府
の
実
現
を
目
的
と
し
て
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
初
の
政
党

統
一
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
会
議

が
設
立
さ
れ
た
。
同
年
末
に
は
後
に
国
家
元
首

と
な
る
ン
ク
ル
マ
（
写
真

）
が
帰
国
し
て
連
合
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
会
議
の
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。

彼
は
そ
の
後
、
漸
進
的
な
独
立
を
目
指
す
連
合
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
会
議
か
ら
離
脱
し
、
即
時
独
立
を
主

張
す
る
新
政
党
の

会
議
人
民
党

を
一
九
四
九
年
に
結
成
し
た
。

ベ
ラ
ン
ダ
・
ボ
ー
イ
ズ

会
議
人
民
党
は
設
立
当
初
、
ベ
ラ
ン
ダ
・
ボ
ー
イ
ズ

と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
庶
民
層
を
中
心
に
支
持
を
獲
得
し
て
い
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
・
ボ
ー
イ
ズ

と
は
、
金
持
ち
の
家
の
使
い
走
り
と
し
て
雇
わ
れ
、
主
人
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
な
低
所



党
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
政
党
も
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
目
指
し
て
結
成
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
支
持

基
盤
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
コ
ラ
ム

）。

ン
ク
ル
マ
時
代
の
開
始

と

ガ

ー

ナ

独

立

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
九
四
八
年
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
の
暴
動
や
外
国
製

品
不
買
運
動
の
背
景
を
調
査
す
る
調
査
団
を
派
遣
し
た
。
そ
の
後
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
で
は
、
こ
の
調
査
団
の
提
言
に
従
っ
て
ア
フ
リ
カ
人
主
体
の
立
法

議
会
と
行
政
審
議
会
を
設
置
す
る
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
立
法
議
会
選
挙
が
一
九
五
一
年
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写真 ガーナ独立の父，ンクルマ

得
者
層
の
若
者
の
こ
と
を
指
す
。
つ
ま
り
教
育

も
資
産
も
特
権
も
な
く
、
日
々
の
生
活
に
精
一

杯
の
多
く
の
庶
民
層
の
姿
を
象
徴
す
る
の
が
ベ

ラ
ン
ダ
・
ボ
ー
イ
ズ
で
あ
っ
た
。
会
議
人
民
党

の
幹
部
は
こ
の
言
葉
を
好
ん
で
使
い
、
自
分
た

ち
が
庶
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

た
。
他
方
、
ン
ク
ル
マ
が
離
脱
し
た
連
合
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
会
議
は
、
当
時
の
エ
リ
ー
ト
層

と
富
裕
層
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
政



に
お
こ
な
わ
れ
た
。
会
議
人
民
党
は
こ
の
選
挙
で
勝
利
し
、
党
首
ン
ク
ル
マ
は
そ
の
後
首
相
に
就
任
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
最
終
的
な
政
治
権
限
は
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
総
督
の
手
中
に
あ
っ
た
も
の
の
、
実
質
的
に

は
ン
ク
ル
マ
と
会
議
人
民
党
が
国
内
の
政
権
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
会
議
人
民
党
は
そ
の
後
、
一
九
五

四
年
と
五
六
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
選
挙
で
も
大
勝
す
る
。
そ
し
て
一
九
五
七
年
三
月
六
日
、
植
民
地
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
は
独
立
国
家
ガ
ー
ナ
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
遂
げ
、
ン
ク
ル
マ
は
初
代
首
相
に
就
任

し
た
。

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
で
最
初
の
独
立
を
遂
げ
た
ガ
ー
ナ
は
、
当
時
世
界
中
の
注
目
を
集
め

た
ア
フ
リ
カ
の
希
望
の
星
で
あ
っ
た
。
独
立
の
日
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
相
は
以
下
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ン
ク
ル
マ
首
相
に
贈
っ
て
い
る
。

独
立
に
際
し
、
あ
な
た
と
ガ
ー
ナ
国
民
の
み
な
さ
ん
に
最
大
限
の
お
祝
い
の
言
葉
を
お
贈
り
で
き

る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

数
週
間
前
に
ガ
ー
ナ
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
変
良
い
経
験
で
し
た
。
貴
国
の
大
臣
や
政
治
指
導
者
の
方
々
と
と
も
に
あ
な
た
と
会
談

す
る
な
か
で
、
み
な
さ
ん
が
過
去
の
対
立
を
克
服
し
、
独
立
と
い
う
新
た
な
責
任
と
機
会
に
対
し
て
、

調
和
と
真
摯
な
態
度
を
も
っ
て
臨
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
精
神
を
今

後
長
き
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
賢
明
な
指
導
力
の
も
と
、
ガ
ー
ナ
の
未
来
は
明



る
い
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
（

）

。

ア
フ
リ
カ
大
陸
中
を
独
立
の
歓
喜
で
湧
か
せ
、
未
来
へ
の
希
望
の
象
徴
で
あ
っ
た
ガ
ー
ナ
独
立
。
し
か

し
そ
の
後
の
独
立
ガ
ー
ナ
の
歩
み
は
、
皮
肉
に
も
新
興
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
開
発
と
国
家
建
設
の
困
難
さ
を

見
せ
つ
け
る
象
徴
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
次
章
で
は
、
そ
ん
な
ガ
ー
ナ
の
独
立
後
の
歩
み
を
見
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
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若
き
日
の
ン
ク
ル
マ
（

）

ガ
ー
ナ
独
立
の
父
ン
ク
ル
マ
は
、
一
九

九
年
頃
の
九
月
、
ガ
ー
ナ
西
部
の
海
岸
に
近
い
ン

ク
ロ
フ
ル
と
い
う
村
で
生
ま
れ
た
。
生
ま
れ
た
と
き
の
彼
は
ほ
と
ん
ど
動
か
な
か
っ
た
の
で
、

母
親
は
赤
ん
坊
が
死
ん
で
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
周
り
に
い
た
親
戚
の
女
の
子
た
ち
が
、

赤
ん
坊
を
揺
ら
し
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
、
口
に
バ
ナ
ナ
を
つ
っ
こ
ん
だ
り
し
て
息
を
さ

せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
や
っ
と
赤
ん
坊
は
大
声
で
泣
き
出
し
た
と
い
う
。

ン
ク
ル
マ
は
三
歳
の
時
に
母
に
連
れ
ら
れ
、
金
細
工
職
人
で
あ
っ
た
父
の
い
る
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
国
境
沿
い
の
町
に
移
り
、
そ
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
学
校
で
八
年
間
の
教
育
を
受
け
た
。

卒
業
後
そ
の
地
で
教
師
を
し
て
い
た
時
に
、
た
ま
た
ま
学
校
を
訪
問
中
の
政
府
訓
練
学
校
（
後

若
き
日
の
ン
ク
ル
マ

コラム 6コラム 6コラム 6



の
ア
チ
モ
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
）
の
校
長
の
目
に
と
ま
り
、
首
都
ア
ク
ラ
で
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会

を
得
た
。
そ
の
後
ア
ク
ラ
に
移
っ
て
ま
も
な
く
に
父
を
亡
く
し
た
た
め
、
貧
乏
学
生
で
あ
っ
た
彼

は
夏
休
み
に
も
家
に
帰
ら
ず
、
学
費
を
稼
ぐ
た
め
に
寮
に
と
ど
ま
っ
て
草
刈
り
な
ど
の
仕
事
を
し

て
働
い
た
と
い
う
。

カ
レ
ッ
ジ
卒
業
後
し
ば
ら
く
は
故
郷
の
近
く
で
教
師
を
し
て
い
た
青
年
ン
ク
ル
マ
だ
っ
た
が
、

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
か
ら
入
学

許
可
を
得
た
彼
は
、
渡
航
費
を
援
助
し
て
く
れ
そ
う
な
親
戚
を
訪
ね
る
た
め
に
無
賃
乗
船
で
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
の
ラ
ゴ
ス
に
渡
航
し
、
な
ん
と
か
ア
メ
リ
カ
行
き
の
船
賃
に
足
り
る
よ
う
な
援
助
を
得

て
一
九
三
五
年
に
渡
米
を
実
現
す
る
。
そ
の
後
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
一

年
を
過
ご
し
、
学
部
卒
業

後
は
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
で
教
鞭
を
取
り
な
が
ら
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
大
学
院
に
学
び
、
教
育
学

と
哲
学
の
修
士
号
を
取
得
し
た
。

彼
は
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
で
奨
学
金
を
得
た
も
の
の
、
経
済
的
に
は
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
た
。
特
に
夏
休
み
中
は
大
学
の
寮
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
身
を
寄
せ
る

場
所
の
な
い
彼
は
、
終
夜
運
転
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
に
乗
っ
て
夜
を
明
か
し
た
時
期
も

あ
っ
た
と
い
う
。
苦
学
生
ン
ク
ル
マ
は
そ
の
後
南
米
行
き
の
船
に
乗
り
込
み
、
皿
洗
い
や
ウ
エ
イ

タ
ー
を
し
て
生
活
費
を
稼
い
だ
。
夏
休
み
期
間
中
に
泊
ま
る
と
こ
ろ
の
な
い
彼
に
と
っ
て
、
泊
ま



注（

）

に
よ
る
。

（

）

に
よ
る
。

（

）

に
よ
る
。
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り
込
み
の
こ
の
仕
事
が
好
都
合
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
な
に
よ
り
も
、
給
料
も
そ
こ
そ

こ
で
、
日
に
三
回
ま
と
も
な
食
事
が
保
証
さ
れ
る

の
が
魅
力
的
だ
っ
た
と
、
彼
自
身
が
回
想
し

て
い
る
。
苦
学
生
生
活
は
そ
の
後
も
続
き
、
彼
が
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
を
卒
業
し
た
際
に
は
、
大
学

へ
の
支
払
金
未
納
の
た
め
に
学
位
授
与
が
遅
れ
た
り
し
た
ら
し
い
。

ガ
ー
ナ
帰
国
後
の
独
立
運
動
で
庶
民
に
訴
え
る
会
議
人
民
党
を
結
成
し
、
エ
リ
ー
ト
層
や
富
裕

層
の
政
治
家
た
ち
と
一
線
を
画
し
た
彼
の
思
想
の
背
景
に
は
、
苦
学
生
だ
っ
た
若
い
頃
の
自
分
自

身
の
体
験
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



（

）

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
・
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト

紙

一
九
一
九
年
三
月
十
五
日
付（
同
右
書（

）

に
再
掲
）。

（

）

に
再
掲
。

（

）

ア
シ
ャ
ン
テ
ィ

は

ア
サ
ン
テ

の
英
語
読
み
で
あ
る
。
植
民
地
統
治
以
降
、
行
政
上
の
正
式
名

に
は

ア
シ
ャ
ン
テ
ィ

が
使
わ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
行
政
上
の
名
称
に
は
ア
シ
ャ
ン
テ
ィ

を
、

王
国
や
そ
こ
に
住
む
人
々
に
は

ア
サ
ン
テ

を
使
う
。

（

）
サ
ー
ポ
ン
（

）
作
詞
の
ハ
イ
ラ
イ
フ
・
ソ
ン
グ
。

に
掲

載
。

（

）

（

）
同
右
書
（

）
に
再
掲
さ
れ
た
、
評
議
会
の
議
事
録
か
ら
抜
粋
。
か
っ
こ
内
は
筆
者
（
高

根
）
の
補
足
。

（

）
一
九
九
六
年
、
ベ
ポ
ア
セ
村
で
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
調
査
の
際
に
聞
い
た
、
ア
ジ
ェ
イ
じ
い
さ
ん
の
回

想
を
再
構
成
し
た
も
の
。

（

）



に
よ
る
。

（

）
ア
ク
ラ
の
女
性
商
人
ソ
ロ
モ
ン
（

）
の
語
り
（

（

）

に
よ
る
）。

（

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
ア
ク
ヤ（

）の
語
り
。
か
っ

こ
内
は
筆
者
（
高
根
）
の
補
足
。

（

）
以
下
は
、
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
ガ
ー
ナ
国
立
公
文
書
館
で
の
史
料
調
査
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（

）

に
掲
載
。

（

）
ン
ク
ル
マ
自
身
に
よ
る
回
想
録
（

（

））に
よ
る
。
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